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緒 言

視 床 髄 板 内 核 は 主 と して 内髄 板 に 含 まれ る細

胞 集 団 で,脳 幹 網 様 体 を 中 心 とす る上 行 性 賦 活

系 を受 け,こ こ か ら大 脳 皮 質 に 広 く投 射 す る も

の と考 え られ て い る.

従 来,髄 板 内 核 へ の 脳 幹 求 心 路 に つ い て は

Golgi法, Nauta法 な ど を用 い て 研 究 され て きた

が,最 近,軸 索 流 を利 用 したHRP法,オ ー トラ

ジ オ グ ラ フ 法 な どが 用 い られ る よ うに な っ た.

髄 板 内 核 へ の 間 脳 性 求 心 路 は 主 と しで 視 床 網 様

核 か ら来 る こ とはScheibel and Scheibel1)の

Golgi法 に よ る研 究 に よ っ て実 証 さ れ た が,最 近

で はHRP法 に よ るJones2), Steriade et al.3)ら

の 詳 しい 研 究 が 現 わ れ た.視 床 網 様 核 と類 縁 の

腹 側 外 側 膝 状 核 か ら 髄 板 内 核 へ の 求 心 路 は

Kawamura et al.4), Weber and Harting5)ら に

よ っ で 明 ら か に され た.ま た 上 丘 か らの 求 心 路

はNiimi et al.6), Harting et al.7), Graham8),

 Partlow et al.9), Kawamura et al.4), Graham

 and Berman10)ら に よ っ て 研 究 さ れ た.脳 幹 網 様

体 の 上 行 路 はNauta and Kuypers11)のNauta

法 に よ る研 究 に 続 き,軸 索 流 法 を用 いでEdwards

 and Olmos12), Graybiel13), McGuinness and

 Krauthamer14),お よ びRobertson and Finer15)

が 詳 し く研 究 し た.さ ら に 中 脳 中 心 灰 白 質

(Ruda16)),黒 質(Hendry et al.17)),前 庭 神 経

核(Nagano et al.18)),青 斑 核(McBride and

 Sutin19), Jones and Moore20)),腕 傍 核(Saper

 and Loewy21)),小 脳(Niimi et al.22), Hendry

 et al.17))な どか ら髄 板 内 核 へ の 求 心 路 も記 載 さ

れ てい る.最 近, Kaufman and Rosenquist23),

 Nakano et al.24)らが軸 索流法 を用 いて髄板 内核

への求 心路 を追求 し,種 々の新 知見 を得 て い る.

髄板 内核 としては通常,外 側 中心核(CL),中

心傍核(Pc),束 傍核 お よび正 中中心核 が包含 さ

れ(Niimi and Kuwahara25)),人 に よっで は 内

側 中心 核(CM)を これに加 え てい る.狭 義 の髄

板 内核 として は外 側 中心核 と中心 傍核 を指 す こ

とが多 い.こ の論 文 では髄板 内核 として これ ら

の2核 と内側 中心 核 の三 つ を取 り扱 った.

この論文 は ネ コの外 側 中心核,中 心傍核 お よ

び内側 中心 核へ の脳 幹 か らの求 心 路 をHRP法

(Mesulam26)のTetramethyl benzidine法)を

用 いて詳 し く研 究 した もの で,特 にこの求 心性

投射 の局在 性 を明 らか にす るこ とに重点 を置 い

た.な お脊髄 か らの求心 路 につい ては実 験の都

合 上除 外 した.

材 料 と 方 法

この研 究 には成 熟 した8匹 の ネ コが 用 い られ

た.ト レー サー としては西 洋わ さ びの過 酸化 酵

素(HRP, Toyobo, Grade1-C)の30%液(10

% dimethyl sulfoxideま たは0.1-0.05% poly-

L-ornithineを 含 む),ま たはWGA-HRP(Sigma

 VI)の5%液 を用 いた. Ketalar(Sankyo)の

Kgあ た り35-40mgの 腹腔 内注射 を行 った全 身麻

酔 の も とに,ト レー サー を定位 的 にネ コ脳 の大

部分 は左側 の,一 部右 側(cat 98)ま たは正 中部

(cat 93)の 髄板 内核 の種々 の部 に一側 性 に注 入

した.一 部 は1μlのHamiltonの マ イ クロシ リ

ン ジを用いて注 入 したが,一 部 は20-30μmの 尖
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端 を もった ガ ラスマ イ クロ ピペ ッ トを通 して電

気泳 動的 に 注入 した.シ リンジ針 また はマ イ ク

ロ ピペ ッ トは同側 か ら垂直 あ るい は同側 か ら垂

直面 に対 しで約25°の角度 で斜 め に挿 入 し,ま た

は反対側 の半 球 か ら斜めに45°の角 度 で挿 入 し,

髄 板 内 核 に 達 し た.定 位 手 術 図 譜 と して は

Reinoso-Suarez27)の もの を使 用 した。45～50時

間の 生 存 の の ち,動 物 は 深麻 酔 の も とに1%

 paraformaldehydeと1.25% glutaraidehydeの

0.1M燐 酸 緩衡液 の混合 液2,000mlを 経 心 的に注

入 し,灌 流 固定 を行 なった.脳 を頭 蓋 腔か ら摘

出 したの ち,ブ ロ ックに切 り, 30%庶 糖 を含 む

0.1M燐 酸 緩衡 液 に入 れ, 4℃ で1～3日 保 存

した.つ いで全 脳 を50μm氷 結連 続切 片に切截 し,

そ れ らの 切 片 の1/4をMesulam26)のTetrame

thyl benzidine(TMB)法 で処理 し,標 識 細胞の

位 置 の正確 な決 定 の ため,軽 くクレ シー ル ・バ

イ オ レッ トで後 染色 した.

視 床 核 の 区 分 に つ い で はNiimi and

 Kuwahara25)に よ り,視蓋 前部 のそれについ ては

Kanaseki and Sprague28)に 従 っ た,網 様 体 を主

とす る脳 幹核 につ いで はBrodal29), Taber30)ら

の 区分 を参 照 した.終 脳基底 部 お よび視 床 下部

につ いては主 と してBleier31)に 従 つて 区分 した.

所 見

Cats 30 and 28 (図1～3)

こ れ ら の 例 で は30% HRP(0.05% poly-L-

ornithineを 含 む)を 電気泳 動的 に 注入 した.ガ

ラスマ イ ク ロピペ ッ トは 同側の 大脳 半球 か ら垂

直 に挿 入 され,左 側 のCLに 達 した.注 入部位 は

CL内 に限局 し,そ の 中央 よ りや や前 方の高 さで

Cat 30で はCLの 背側部 に, Cat 28で はそ れよ

り腹側 でCLの 中央 な い し腹側 部 にあ る.

図1　 視床横 断面(前 方か ら後方へ)に おける各実験例(番 号)のHRP注 入部 の最大の広が り(太 線)を 示す

線画.略 字: AM,内 側前核; CeM,正 中中心核; CL,外 側 中心核; CM,内 側中心核; LD,背 側外側

核; LP,後 外側核; MD,背 内側核; Pc,中 心傍核; PL,外 側枕核; PM,内 側枕核; Re,結 合核; Rh,

菱形核, Sg,膝 上核; VL,外 側腹側核; VM,内 側腹側核; VPM,後 内側腹側核.

標 識 細胞の分 布 はCat 30とCat 28で 本質 的 な

差 異 はな い.間 脳 領域 で は標 識 細胞 は同側 性 に

見 られ,腹 側視 床 に標 識が 多 いが,背 側視 床 お

よび視 床下 部 では少ない.背 側視 床 ではCL自 身
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に少数の標識細胞が見られるほか,他 の髄板内

核(Pc,束 傍核)お よび背内側核にはわずかの

標識細胞が認められる.背 側視床で注目すべき

ことは,内 側枕核の内側部と腹内側部の背内側

の部分に,か なりの数の標識細胞が確認できる

ことである.

図2　 左側視床外側 中心核背側部にHRPを 注入した例(Cat 30)の 脳幹横 断面(1～12,吻 側か ら尾側へ)に

おけ る標 識細胞の分布 を示す,各 点は1個 の標識細胞に相 当す る。注入部位は図1参 照.略 字は文献の前

に表示.

腹側視床では視床網様核に多数の標識細胞が

認められ,特 にその前端部ないし前部の背側部

に多く見られる.ま た後方では網様核の腹側部

に多くの標識細胞が見られるが,背 側外側膝状

核の前端部の高さでは減少し,網 様核の腹側部

およびその腹内側の不確帯の部分に少数の標識

細胞が認められる.後 方に腹側外側膝状核が出

現するとともに,網 様核にも不確帯にも標識細
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胞 が 見 られ な くな る.

腹側 外側 膝状核 の 前端部 ない し前部 にはか な

り多 くの標 識細 胞が 認め られ,特 にその 背 内側

部(Niimi et al.22)の内層の背側 部)に 見 られ る.

また少 数 の標識 細胞 はForel野 に散在 す る.

視 床 下部 で はわず かの標 識細 胞が 外側核,腹

内側核,背 内側核,後 核 な どに見 られ るが,外

側 核 では常 に認 め られ る.

視蓋 前域 で は標識 細胞 は内側 視蓋 前核 と後交

連核 にお いて両側 性 に見 られ るが,反 対側 で は

や や少 な い.視 索核 お よび後視 蓋前核 で は同側

性 に少 数 の標 識 細胞 が見 られ るが,前 視蓋 前核

では ほ とん ど標 識細 胞が認 め られ ない.

中脳領 域 ではDarkschewitsch核, Cajalの 間

質核,赤 核,脚 間核 な どでは標 識細 胞が 認め ら

れな い.黒 質 で はそ の吻側部 の網 様部,特 に中

央部 お よ び外 側部 に 同側 性 に少数 の標 識細 胞が

見 られ,特 にCat 30で は少 な いが, Cat 28で は

やや 多い.中 心灰 白質 では 同側 の外方 周辺 部,

こ とに腹 外側部 に少 数の標 識細 胞が見 られ るが,

反対 側 では ご くわずか で,特 にCat 28で は認め

られ ない.

図3　 左側視床外側 中心核腹側部にHRPを 注入 した例(Cat 28)の 脳幹横断面(1～10)に おける標識細胞の

分布 を示す,

上 丘 ではか な り多 くの標識細 胞 が主 と しでそ

の 中央部 に 同側 性 に認め られ る. Cat 28で は標
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識細 胞がCat 30に おけ る よ り多 く見 られ る.最

も 標 識 細 胞 の 多 い 層 は 第3層(Stratum

 opticum)で,つ いで 多いの は第4層(Stratum

 griseum medium)で あるが,こ れ よ り深層 に も

ご くわず か見 られ る.反 対側 の上丘 では標識細

胞 は認め られ な い.上 丘 に おけ る標 識 の層 的局

在 では, CL注 入例 で は背 内側 核 注入例 よ りもや

や表 層 にず れ るこ とが 注 目され る.

脳 幹網 様体 で は標 識 細胞 は広 い範囲 に散在 し

て い る. Cat 30で はCat 28よ りも網 様体 に標 識

細 胞が 多少 多い.中 脳網 様体 に おい ては同側 に

やや 多 く,反 対側 で はわずか で, Cat 28で はCat

 30よ りも標 識細 胞が少 な い.上 橋 網様 核 では同

側性 に少数 の標 識細 胞が散在 す るが,下 橋網様

核 で は両 側性 に 見 られ る.ま た巨大細 胞網様核

に も少数 の標 識 細胞 が両側 性 に見 られ るが,反

対 側 では わずか に 多い。小 細胞網 様核 で は標 識

細 胞 はほ とん ど見 られ ないが, Cat 30で は同側

に1個 の標 識細 胞が 認め られ た.

青斑核 お よび腕 傍核 で は標識 が認 め られ ない

が,背 側 被 蓋核 ではCat 28に おいて 同側性 にわ

ず か の標識細 胞 が認 め られ る.反 対側 の前庭神

経 内側核 お よび同側 の上核 に ご く少数 の標 識細

胞 が見 られ るが,反 対側優 位 であ る.な お ここ

で注 目すべ きこ とは, Cat 28で 反対側 の香 下神

経 前位核 に少数 の標 識細 胞が見 られ るこ とで あ

る.

小脳核 ではCat 30(背 側部 注入)で は 反対側

の室頂核,中 位核 お よび歯 状核 のすべ て に少数

の標 識細 胞が見 られ るが, Cat 28(腹 側部 注入)

では 反対側 の 中位核 にわ ずか見 られ るの み であ

る.

Cats 15and21(図1,図3)

これ らの例 におけ るHRP注 入はマイ クロシリ

ン ジで定位 的 に行 な った.す なわ ち同側 の大脳

半球 か らやや 斜 めに(垂 直面 に対 して約25°)挿

入 し, 5% WGA-HRP(Cat 15)ま たは30% HRP

(Cat 21)を 注入 した.注 入部位 はCLの 前部 の

高 さでそ の大 部分 に 及び, Cat 15で は一部 背 内

側核,背 側 外側核 に 波及 し, Cat 21で は一 部背

内側核,背 側 外側 核,後 外 側核,外 側 腹側 核 な

どに及 ん でい る.

Cat 15お よび21に おけ る標識 所見 はほ ぼ一致

している.背側視床では同側のCLに 少数の標識

細胞が見られるほか, Pc,束 傍核, CMお よび

背内側核にわずかの標識細胞が認められる.内

側枕核では前述の2例 と同様,そ の背内側の部

分にかなり多くの標識細胞が認められる.

腹側視床では多数の標識細胞が視床網様核に

見られ,特 にその前端部ないし前部の背側部に

多く見られるが,こ れらの例では背側外側膝状

核前端部の高さで,網 様核の腹側部および,そ

の腹内側にある不確帯の部分に多く見られ,こ

の点が前述の2例 と多少の相違を示す.腹 側外

側膝状核の前端部ないし前部でも標識細胞が多

く,主 としてその内層の背側部に多いが,内 層

全体に拡がる傾向があり,腹 内側方は不確帯の

標識細胞に続く.これらの例においてもFore1野

核に標識細胞が散在する.

視蓋前域では視索核,前 および後視蓋前核に

おいて同側性にかなりの数の標識細胞が見られ

るが,反 対側ではわずかである.内 側視蓋前核

ではほとんど標識細胞が認められない.後 交連

核では同側に少数の,反 対側ではわずかの標識

細胞が見られる.

赤核では標識は見られない.脚 間核ではわず

かの標識細胞が認められる.同 側の黒質網様部

の中央部および尾側部では外側の部分にかなり

の数の標識細胞が見られるが,反 対側では少な

い.中 脳中心灰白質では主としてその吻側部の

外方部,特 に腹外側部に両側性(同 側ではやや

多し)に 少数の標識細胞が見られる.動 眼神経

核では主として同側にわずかの標識細胞が認め

られる.

上丘では主として同側性にその中央部ないし

内側部に標識細胞が認められ,特 に第4層 に多

く,つ いで第3層 にやや多く見られ,第5層 で

はわずかである.第5層 に標識細胞が見られる

のは,背 内側核への注入部位の波及の影響では

ないかと思われる.反 対側の上丘の深層にはわ

ずかの標識細胞が見られる.

脳幹網様体では一般にCat 30および28におけ

るよりも標識細胞が多い.中 脳網様体ではかな

りの数の標識細胞が同側性に広範囲のレベルで

見られるが,反 対側では少ない.上 丘の高さで

は標識細胞は中心灰白質の腹外側部に散在する



706　 楠 瀬 昌 宏

図4　 左側視床外側 中心核前部にHRPを 注入 した例(Cat 15)の 脳幹横 断面(1～12)に おけ る標識細胞の分

布を示す.

が,下 丘の高さではさらに腹側方に拡が り,上

橋網様核の標識細胞に移行する.こ の核は同側

性に多くの標識細胞を含むが,反 対側では非常

に少ない.下 方に行 くに従って標識細胞が少な

くなり,下 橋網様核では少なく,特 に反対側で

はわずかである.巨 大細胞網様核では反対側の

背側部に標識細胞がやや多く,同 側ではかえっ

て少ない.小 細胞網様核においては標識細胞が

ほとんど認め難 く, Cat 15で反対側にごくわず

か見られるにすぎない.青 斑核では両側性にわ

ずかの標識細胞が見られる.同 側の背側被蓋核

および腕傍核にはわずかの標識細胞が見られる.

反対側の前庭神経内側核では少数の標識細胞が

見られ,上 核にも両側性にわずかの標識細胞が

認められる.反 対側の介在核にはわずかの標識

細胞が見られる.舌 下神経前位核では反対側に



ネコ視床髄板核への脳幹求心路　 707

少数 の標 識細 胞 が認め られ るが,同 側 ではな い

か,ま たは ご くわずか で あ る.

小 脳核 で は反対 側 の歯状核 に標 識細 胞 が見 ら

れ,特 にCat 21で は非常 に 多い.こ れ は注 入部

位 が視床 外側 腹側核 の一部 に及 んで い るため と

思 わ れ る.室 頂核 で はCat 15に おい て反対 側 に

少数 の標 識細 胞 が認め られ るが, Cat 21で は見

られ ない.中 位 核 に は標識 細胞 は全 く認 め られ

ない.

Cat 77and23(図1)

これ らの例 では30% HRPの0.02μlを マ イ ク

ロ シ リンジでCLに 定 位 的に注 入 した. Cat 77

では 同側 の大脳 か ら垂 直 に針 を挿入 したが, Cat

 23で は垂直 面に対 し約25°の角 度 で同側 か ら斜め

に挿 入 した. Cat 77で はCat 30とCat 28よ りや

や 後 方の 高 さで注入針 が 注入 され,注 入部 位 は

CLの 背 内側 部の大 部分,一 部 背 内側 核 の背外側

部 お よび背 側外 側核 の腹 内側部 に及 ん でい る.

 CLの 外側 部,腹 外 側部,腹 側部 な どは含 まれ て

い ない. Cat 23は さ らにやや後 方 の高 さで(背

側 外 側膝状 核 の前端 部)注 入針 は内側枕核 を貫

い てCLに 入 り,注入部 位 はほ とん どその全域 に

及 び,背 内側核 の外 側部 もか な り広 く浸潤 し,

内側枕 核 は もち ろん,ご く一部Pcに も及 んでい

るが,外 側 腹側 核 には波 及 して いな い.

Cats 77お よび23に おけ る標識 所見 は原則 的に

は前 の2例 と同様 で あるが,全 体 と して標識 細

胞が 多い.間 脳 では標識 は 同側 性 で,背 側視床

ではCLに かな りの数の標 識が見 られるほか, Pc,

束傍核,背 内側 核 な どにわ ずか の標 識 細胞 が見

られ, CMに ご くわずかの標 識細 胞が認め られ る.

内側 枕核 の内側 部 お よび これに近接 した腹外側

部 の 部分 に は多 くの標識 細胞 が認 め られ る.

腹 側視床 ではCat 15お よびCat 21の よ うに視

床網様 核 で は前端部,前 部 の背側部 の ほか,後

部 の腹側部 に多 く,そ の腹 内側 にあ る不確帯 の

部 分 に もか な りの数 の標 識細 胞 が認め られ る.

腹側 外側膝 状核 には 多 くの標 識細 胞がその内層,

特 に背側部 に 見 られ る. Forel野 核 に もわずかの

標 識 細胞 が散在 す る.

視床 下部 で は外側 核,腹 内側核,背 内側核 お

よ び後核 に少数 の標 識細 胞 が見 られ,特 に外側

核 で は比較 的 多い.な お,ま れ に外側 乳頭核 で

はわずかの標識細胞に遭遇する.

視蓋前域では多くの標識細胞が同側性に出現

するが,反 対側でも多少の標識が見られる.同

側の視蓋前域では内側,前 および後視蓋前核お

よび視索核に標識が見られるが,反 対側では主

として内側視蓋前核に少数見られる.前 視蓋前

核では標識細胞が少ない.後 交連核でも標識細

胞が少なく,特 に反対側では認められない.

Darkschewitscb核 およびCajalの 間質核では

標識細胞が少なく,特 に反対側では認められな

い. Darkschewitsch核 ではCajalの 間質核より

比較的多くの標識細胞が出現する.赤 核の内部

には標識細胞は認められないが,外 側縁部にわ

ずかの標識細胞が見られることがある.同 側の

黒質では標識細胞はその網様部の中央部および

外側部に多く現われるが,反 対側ではごく少な

い.脚 間核にはCat 23で同側性にわずかの標識

細胞が見られるが,こ れも背内側核への注入波

及の影響ではないかと思われる.中 心灰白質で

は恒常的に両側性に標識細胞が見られるが,反

対側では少ない.な お標識細胞は主としてその

腹外側部と背外側部に見られる.し かし背外側

部の標識は背内側核への注入波及の影響がある

ものと思われる.

上丘では同側の第3,第4,第5お よび第6

層に見られ,特 に第5お よび第6層 に多く,深

層では内側方に拡がる,反 対側では深層にごく

少数の標識細胞が見られるのみである.こ のよ

うに同側の上丘深層に標識細胞が多くなるのは,

背内側核への注入波及の影響と思われる.

脳幹網様体ではこれらの例でも標識細胞は豊

富に見られ,広 い範囲に分布している.中 脳網

様体では同側性にかなりの数の標識細胞が散在

し,反 対側にも少数見られる.上 橋網様核では

標識細胞が多く,反対側にもわずか認められる.

下橋網様核ではやや数が減ずるが,反 対側では

多少多くなり,同 側と同じか,ま たはわずかに

多い.巨 大細胞網様核では標識細胞は反対側に

やや多く,同 側では少ない,こ の核では標識細

胞は主としてその背内側部に限局する傾向があ

る.小 細胞網様核ではごくわずかの標識細胞が

反対側で見られる.青 斑核ではわずかの標識細

胞が両側性,特 に同側性に比較的多く認め られ
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るが,背 内側核 への 注入 波及 の影響 で はな いか

と考 え られ る.背 側被 蓋核 では ご く少数 の標 識

細 胞が 同側 性 に見 られ る.腕 傍 核 では わずか の

標 識細 胞 が同側 性 に認め られ る.前 庭神経 内側

核 お よび上 核 の標識 はCat 15お よび21と 同様 で

あ るが, Cat 23で は下核 に もご くわずか の標 識

細胞 が見 られ る.この例 では注入 がCLの みな ら

ず, Pcに 及ん で いるためで はないか と思 われ る.

舌 下神 経前位 核 では 反対側 に少数 の標 識 細胞 が

見 られ,同 側 に もわ ずか見 られ る.

図5　 右側視床中心傍核にHRPを 注入 した例(Cat 98)の 脳幹横 断面(1～13)に おけ る標識細胞の分布 を示

す.

小脳核においては室頂核に両側性に少数の標

識細胞が見られ,歯 状核では反対側にかなりの

数の標識細胞が認められるが,同 側ではほとん

ど見られない.特 にCat 77では反対側の歯状核
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に 多いが,注 入 部位 の外 側 腹側核 とPcへ の波 及

は ない.後 述 の よ うに, Pc注 入例(Cat 98)で

は歯 状核 に 多数 の標 識 細胞 が出現 す る。

Cat 98(図1,図5)

5% WGA-HRPを 電気泳 動 的にPcに 注入 し

た.ガ ラスマ イ クロ ピペ ッ トは反対側 の大脳 半

球か ら斜め に挿 入 され,右 側 のPcに 達 している.

注 入部位 は視床 の前部 の高 さでPcに あ り,背内

側核 腹 側部,内 側 下核,外 側腹側 核 な どに多少

浸 潤 が及 んで い る。

この例において も同側 の間脳 では上述 のCL注

入例 と原則 的 に同様 の標 識 を示 す.背 側視 床 で

はPcの ほか,他 の髄板 内核 ではCL,束 傍 核 な

どにわずかの標 識細 胞が認め られ, CMお よび菱

形核 に も標 識細 胞が 少数 認め られ る.ま た外側

手綱核 に もわ ずか の標識 細胞 が見 られ る.こ の

例 では 内側 枕核 に標 識が 見 られ ないのが特 異 で

あ る.

腹 側視床 に お いては視 床網様 核 の前端部 なち

び に前部 の背側 部 お よび後部 の腹側 部 お よびそ

の腹 内側 に あ る不確 帯 に 多 くの標 識細 胞が見 ら

れ る.ま た腹 側外側 滕状 核,特 にその 内層の背

側部 に も標識 細胞 が見 られ るが, CL注 入例 より

もや や少 ない.こ れ に反 してForel野 核 で は標

識 細胞 はCL注 入例 よ りもか なり多 く散在す るの

が 注 目され る.

視 床下 部 ではCL注 入例,特 にCat 77とCat

 23と 同様 の各 視床 下部核 に わずか の標 識細 胞が

認 め られ るが,こ の例 では 背 内側核 では他核 よ

りもわずか に 多い.

視 蓋 前域 では両側 の前,後 お よび 内側視 蓋前

核 な らびに視 索核 に標 識細 胞が 見 られ るが,反

対 側 では わずか で,後 視 蓋 前核 では ほ とん ど見

られ ない.後 交連核 では両側 性 に少数 の標 識細

胞 が認 め られ るが,反 対側 で はわずか で あ る.

 Darkschewitsch核 は両側性, Cajalの 間質核 で

は 反側性 に わず かの標 識細 胞が 見 られ る.黒 質

で は 同側 の網 様部 の 中央部 お よび尾側 部 に標識

細 胞 が非常 に 多いが,反 対側 では少 ない.赤 核

お よび脚間核 には標 識は 見 ちれ ない.中 心灰 白

質 で は簡側性 にわず かの標 識細 胞が その外方部

に散 在 す る.同 側 の 上丘 では標 識細 胞 が比較 的

多 く,主 として第3,第4お よび第5層 に見 ら

れ,特 に第4層 に多 いが,反 対側 では第4お よ

び第5層 に わずか に見 ちれ る.

脳幹 網様体 で もCL注 入時 と原則 的に同様 で

同側 の中脳網 様体 お よび上橋 網様核 に標識 細胞

が 多 く,反 対側 では少 な い.下 橋網 様核 お よび

巨大細 胞網様 核 では 同側,反 対側 と も標識 細胞

が少 ない.

同側 の青斑 核,腕 傍核 な どに はわず かの標 識

細胞 が見 られ るが,背 側 被 蓋核 には認 め られ な

い.前 庭神 経内側 核 では少数 の標 識細 胞が 反側

性 に,上 核 では両 側性 に見 られ る.ま た ご くわ

ずか の標識 細胞 が反対側 の下 核 に認め られ る.

反対側 の舌 下神 経前位核 では標識 細胞 が 多いの

がめ だつが,同 側 ではやや少 ない.介 在 核 で は

反対側 にわずか の標識 細胞 に遭遇 す る.

小脳 では標識 細胞が 多 く,特 に反対 側 の室頂

核 お よび歯 状核 に 多 く,同 側 に もやや 多 く見 ら

れ るが,中 位 核 では反 対側 にわ ずか認 め られ る.

この ようにPc注 入例 では小脳 に標 識細 胞が 多い

こ とは,本 来的 に 多いのか,あ るいは外側 腹側

核へ の注 入部位 の波及 によ るものか は断 定 で き

ない.外 側 腹側 核注 入例(Cat 111)で は反対側

の歯 状核 と一部 中位核 に見 られ るのみ で,室 頂

核 では少 な い(小 野,未 発 表). Pc注 入例 ではCL

注 入例 よ りも小 脳核 の標 識は 多 いこ とは確 実 と

思 われ る. WGA-HRPを 小 脳核 に 注入 して順行

性標 識 を追 求 した例 で もCLよ りPcの 方 に標 識

終 末がや や 多い(小 野,未 発 表).

Cat　93(図1,図6)

この例 はCM注 入例 であ る. 5% WGA-HRP

をこの核 に 電気泳 動的 に注 入 した.ピ ペ ッ トは

Cat 98の ように反対 側の大脳 半球 か ら斜 めに(垂

直面 に対 し約45°)挿 入 し, CMの 正 中部 に達 し

て い る.こ の核 にお け る注 入部位 は視 床 の前部

の高 さで,ほ ぼ この核 内に限局 し,ご くわず か

に菱 形核 に及 んで い る.

この例 にお け る標 識所 見はCL, Pc注 入例 に

お け る所 見 とか な り異 なっ た所 見 を示 す.

間脳 では一般 に標 識細 胞包が 少 な く,特 に 背側

視床 では ほ とん ど全 く見 られ な いが,腹 側視 床

では視 床網様核 に多数 の標 識 細胞 が認め られる.

特 に網様核 の前端部 の 腹側部 に 多 く,背 側 部 に

多 く見 られ るCL, Pc注 入例 とは対 照的 で あ る.
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CM注 入例 では不確 帯 に少数 の標 識細 胞が あ る

が,腹 側外 側膝 状核 に標識 が ない こ とが 注 目 さ

れ る. CM注 入例 では しか し内側膝 状体 の腹 側核

(Kuhlenbeck33))す なわ ち脚 上核(Morest34))

に少数 の標 識細 胞が 見 られ る.ま たForel野 核

に もわず かの標 識細 胞が認 め られ る.

視床 下部 に おい てはほ とん ど標識 細胞 が認め

られ ない が,外 側乳 頭核 にの み少数 の標 識細胞

が見 られ る.

視 蓋前域 で は後視 蓋前核,視 索核 などにか な

り多 くの数 の標 識細 胞が 見 られ,内 側視 蓋 前核,

前視 蓋前核 な どで はほ とん ど見 られ な い,後 交

連 核 では少 数 の標識 細胞 が認 め られ る.

Darkschewitsch核, Caja1の 間 質核,脚 間核

および赤核には標識細胞が見られないが,黒 質

には多く,特 にその前部の高さで網様部の中央

部および外側部に見られる.

中心灰白質には標識細胞はやや多く,特 にそ

の腹側部に見られる.動 眼神経核にはわずかの

標識細胞が見られる.注 目すべきことは上丘に

全く見られないことである.

図6　 視床 内側中心核 にHRPを 注入 した例(Cat 93)の 脳幹横断面(1～11)に おけ る標識細胞の分布 を示す.

脳幹網様体にはかなり多くの標識細胞が認め

られ,中 脳網様体では上丘吻側部のレベルで多

く,し かも赤核の背外側に多い.上 橋網様核で

は少数の標識細胞が主としてその外側の部分に

散在する.下 橋網様核では標識細胞が非常に少

なく,そ の外側部にわずかに見られるのみであ

る,巨 大細胞網様核では標識細胞がやや多く,
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主としてその腹外側ないし外側の部分に多く見

られる.小 細胞網様核では少数の標識細胞が見

られるが, CL, Pc注 入例よりも比較的多く見ら

れる.

青斑核に少数の標識細胞が認められる.こ の

例では背内側核への注入部の波及はないので,

この核がCMに 少数の線維を送ることは可能と

思われる.ま た背側被蓋核,腕 傍核などにもわ

ずかの標識細胞を認める.

前庭神経内側核および上核には少数の標識細

胞が認められる.顔 面神経核,台 形体核などに

も少数の標識細胞が見られ, CLお よびPc注 入

例とは大差がある.ま た舌下神経前位核,介 在

核,オ リーブ前核などにもわずかの標識細胞が

認められる. CM注 入例では小脳に全く標識が認

められないことは注目される.

考 案

視床髄板内核へのHRP注 入によって同側の各

視床核が標識を示すが,注 入部位の他核への波

及の問題 針の途中における漏れの問題があり,

所見の分析はかなり困難である.す べての注入

例において背内側核に標識が見られる.か なり

多くの例で背内側核に注入部位が波及している

ので,背 内側核から髄板内核への線維の存在を

確証するのは困難であるが,注入がCLに 限局し

た例においても背内側核に標識が見られること

は,背 内側核への線維があることを示すものと

思われる(Cat 30とCat 28).し かしCM注 入

例では背内側核に標識が見られない.

CL注 入例においては,正中中心核を除く他の

髄板内核が標識され(核間結合),ま たCLの 核

内にも標識が見られる(核内結合). Pc注 入例で

はほぼ同様であるが, CM,菱 形核,外 側手綱核

などにおける標識が特に注目される. CM注 入例

においては他の髄板内核は全 く標識を示さない.

髄板内核へのHRP注 入によって,背側視床の

うちでは内側枕核の標識が最も注目される.す

べてのCL注 入例で内側枕核内側部およびそれに

近い腹外側部の一部にかなりの数の標識細胞が

出現する. CL内 に注入が限局 した例においても

標識が見られ,内側枕核がCLに 線維を送ること

は確実と思われる. Kaufman and Rosenquist23)

も枕 核 のCL, Pcへ の投射 を記 載 して い る.し

か し内側枕核 がPc, CM注 入例 で標識 を示 さな

いのが 注 目 され る.

視 床 網様核 にはCL, Pcへ のHRP注 入例 で非

常 に 多数の標 識細 胞が 見 られ,特 に その前端 部,

前部 の背側部 に見 られ,ま たKawamura et al.4)

が指摘 した ように網様 核の 後部,特 に腹側 外側

膝 状核 前部 の腹 内側 にあ る部 分,な ちびに不 確

帯 に認 め られ る.し か しCM注 入例 では網様 核

の前端 部の 腹側部 に 多数の標 識細 胞が 出現 し,

 CL, Pc注 入例 とは大 差 を示 し,網 様核 の髄板 内

核 へ の投射 の局在 性 を示唆 す る,視 床網 様核 は

汎 性視 床投射 核 の一つ として皮質 に広 汎 に投 射

す る とい われ たが,こ れ はむ しろ背側視 床 に線

維 を送 るこ とがScheibel and Scheibel1)に よっ

てGolgi法 を用 いて確 認 され た.そ の後,こ の

投射 は軸索 流法 を用 いて研 究 され た(Jones2),

 Steriade et al.3), Kaufman and Rosenquist23)).

 Steriade et al.3)は中心 正 中核 へ のHRP注 入例

を も記載 してい るが,彼 らの所 見 か らその核 へ

の投 射 細 胞 は視 床 網様 核 の 前 端 部 で はCLと

CMへ の投射 細 胞の 間に あ る と思 われ る.

著 者のHRP実 験 で もCLお よ びPcにHRP

を注入す ると,腹 側 外側膝 状核 に標 識細 胞が 多

数 出現す る.こ れ らは主 と して同側 の 内層 の背

側部(Niimi et al.35))に 見 られ,反 対側 に も少

しあ り, Kawamura et al.29)の所見 に一致 す る,

彼 らに よる と,視蓋前 域や上 丘にHRPを 注 入す

る と,標 識 は腹側外 側膝 状核 の外 層(小 細胞性)

に限局 す る とい う. Irle et al.36)は背 内側 核 も腹

側 外側膝 状核 か ら線維 を受 け る とい うが, Ono

 and Mimi32)に よって これは否 定 され でい る.著

者の実 験例 ではCMは 腹 側外 側膝状 核 か ら線維

を受 けない. CMへ のHRP注 入例 では 内側 膝状

体 腹 側 核(Kublenbeck33))ま た は 脚 上 核

(Nucleus suprapeduncularis, Morest94))に 標

識細 胞が認 め られ る.

視床 下部 の各核 か ら髄板 内核 へ の投射 につ い

て は従 来 あ ま り関心 が払 わ れて いな い.著 者の

CL, Pcへ のHRP注 入例 では 同側 の視 床下 部の

背 内側核,腹 内側核,後 核,外 側核 にわず か の

標 識細胞 が現 われ る.こ れ らの うち,外 側 核 に

お け る標 識細 胞が 比較 的 多い よ うに 思 われ る.
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視床 背 内側核へ のHRP注 入によって も外側 核に

少数 の,他 の核 では わずか の標 識細胞 が見 られ

るが(Ono and Niimi32), 37)),視 床 背 内側 核へ の

注 入部位 の 波及 を考 慮 して も,視 床下 部核 か ら

CL, Pcへ の投射 はわずか なが らある もの と思わ

れる,鈴 木38)はネコの視 床下 部腹 内側核 破壊 例で

Pcに 少数 の変 性終 末 を認め て いる. Nakano et

 al.24)もHRPのCL注 入例 で視 床 下部 の外 側 核

に少数,腹 内側核 に わずか の標 識細 胞 を見 て い

る.著 者 のCM注 入例 で は視床 下部核 に標 識が

見 られな いが,外 側乳 頭核 に少 数の標 識細 胞が

見 られ る.

視 蓋前域 の髄板 内核 へ の投射 につ い ては以前

か ら報 告 があ り, CLお よびPcは 視 蓋前域 か ら

両 側 性 に 投 射 を受 け る と考 え られ て い る

(Benevento et al.39), Berman40), Itoh41),

 Weber and Harting5), Graham and

 Berman10)).最 近Kaufman and Rosenquist23),

 Nakano et al.24)らはHRP法 を用 いて この投射

を証 明 して いる.著 者の所 見 で も視 蓋前域 か ら

CL, Pcへ の 投射 はやや 著明 で, CL, Pcは 内側,

後 お よび前視蓋 前核,後 交 連核 な どか ら同側性

にか な りの線維 を受 け,内 側視 蓋前核,後 交連

核 か らは 反側性 に わずか の線維 を受 け るこ とが

認め られ た,な おPcへ の投 射 は前視 蓋 前核か ら

比較 的 多い こ とが注 目され,ま たPcは この核か

ら反側 性 に も線 維 を受 け る. Nakano et al.24)は

内側視 蓋 前核,視 索核,時 に前 視蓋 前核 のみ に

HRP標 識 を 見 で い る が, Graham and

 Berman10), Kaufman and Rosenquist23)ら は後

交連核 を含 む ほ とん どすべ ての 視蓋 前核 に標識

を認 めて お り,著 者 の所 見は これ に近 い.

著 者の所 見 に よる と, CL, Pcへ のHRP注 入

例 の大部 分 でDarkschewitsh核 お よびCajalの

間質核 に主 と して 同側 性 に少数 の標 識細 胞が現

われ,前 者 の方 が標 識が 比較的 著明 で あ る.こ

れ らの核 には注 入が 非常 に限局 した例(Cat 30,

 28)で は標 識細 胞は 認め難 いが,他 の例 では注

入量 の大小 にか かわ らず 同 じよ うに標 識 が現 わ

れ る.こ れ らの核 は背 内側核 に は線維 を出 さな

いの で(Ono and Niimi32)),背 内側核 へ の浸潤

の大 小 にか かわ らず恒 常的 に標 識が現 われ る も

の と思 われ る.元 来 これ らの核 の細 胞数 は少 な

いの で, CLに 限局 した小 さい注入例 で は標 識が

現 われ難 い もの と思 わ れ る.

赤核 には著者 の例 で は標識 が見 られ ない.例

に よ っては赤核 の 周囲 に1～2箇 の標 識細 胞が

見 られ るこ とが あるが(Cats 15, 23),赤 核 内

に は認め られ な い.

従 来,中 脳 中心灰 白質が髄 板 内核 に投射 す る

こ とはHRP法(Kawamura et al.4), Velanos

 and Reinoso-Suarez27), Kaufman and

 Rosenquist23),　 Nakano et al.24))お よび オー ト

ラ ジオグ ラフ法(Ruda16))で 証 明 され てい る.

著者 の所見 では この投射 は両 側性 で あ るが,同

側優位 で,主 と して中心 灰 白質 の外方 周辺部 に

標識 細胞 が見 られ,特 に腹外 側部 に 多い.背 外

側部 に も標 識細 胞 が少数 見 られ るが,こ れ は注

入部位 が背 内側核 に波 及 した影響 で あ ろ うと思

われ る(Ono and Niimi32)). CM注 入例 では標

識が 中心灰 白質 の腹側 部に 限局す る傾 向があ り,

その 腹側 の動 眼神経核 に も標 識が わず か に見 ら

れ る.動 眼神 経核 の標 識 はCats 15, 21, 77で も

少数 認め られ,同 側優 位 で,反 対 側 に わず か見

られ るか,ま た は欠除 す る.

中心灰 白質 の腹 外側部 は脊 髄視 床路 を受 け る

こ とは すでにNauta法 に よって証 明 されて いる

(Niimi et al.42), Boivie43)).し か もこの 部が

さ らに髄 板 内核 に投射 す るこ とは注 目され る.

黒 質 か ら視床 へ の投射 の お もな終止 部 は内側

腹側 核 であるこ とは従 来か ら知 られている(Afifi

 and Kaelber44)).そ の 後 この投射 は髄 板 内核 に

も終 わ る こ とが報 告 され た(Hendry et al.17),

 Velanos and Reinoso-Suarez45)).最 近 のHRP

法 に よる研 究 は 黒質網 様部 が両側 性 に(同 側優

位)CL, Pcに 投 射 す る とい う(Kaufman and

 Rosenquist23), Nakanoetal.24)).

著 者 もCL, Pc, CM注 入例 で同側 の 黒質 の網

様部 に,そ の上部 で は 中央 部,よ り下 方で は外

側部 にか な りの数 の標 識細 胞 を認 め たが,反 対

側 で はわずか で,特 にCLに 限局 した例 では見 ら

れ ない.一 般 にCLの 背側 部 注入 では腹 側部 注入

よ り も標 識細 胞 が少 な い傾 向があ り,またPc注

入例 では 多い.注 入部 が 背 内側 核 へ波 及 した例

では黒 質の標 識 細胞 はやや 多い.従 来,背 内側

核 注入例 ではCL注 入例 よ りも黒 質 の標 識 細胞
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が 多 いこ とが 指 摘 され でい る(Ono and Niimi32)).

表1　 視床髄板核へのHRP注 入に よる脳幹におけ る標識細胞の分布.括 弧 な しの符号 は注入側,括 弧 内の符号

は反対側 を示す.略字 は考案 の前の略字解参 照(一,標 識細胞な し;±,わ ずか;+,少 数,++,中 等度;+++,

多数).

脚間核 はCL, Pc, CMへ のHRP注 入例 では

標 識 を来 たさ ない.し か し背 内側核 へ 注入 が波

及 した少数 の例 では 同側 の脚間核 に ご くわずか

の 標識 細胞 が見 られ る.こ の核 は背 内側核 注入

例 で は著 明 な標 識 を示 し,特 に背内側 核の 内側

部 注入 時 には著 しい(Ono and Niimi32)).

上丘 が髄板 内核 に 投射す るこ とは従 来か ら承

認 されて い る(Niimi et al.6), Graham10),

 Kawamura et al.4)).著者の所 見 に よ ると, CL,

 PcにHRPを 注入 した さいには上丘 の主 として

中間 層,す な わち第3層 お よび第4層 に両 側性

(同側 性優位)に 標 識が 見 られ る.こ の こ とは

Graham and Berman10), Nakano et al.24)らの

所 見 とほぼ 一致 してい る.正 中 中心核 注 入例 で

は上丘 の深 層 に標識 が見 られ(McGuiness and

 Krauthamer14)),ま た背 内側核 注入 に よって も

上 丘 の深 層 に標 識が 見 られ る とい う(Benevento

 and Fallen46), Ono and Niimi32)). Klaufman

 and Rosenquist23)はCL注 入例 で第3層 と第4

層 の ほか,さ らに深層 まで標 識 を認 めて い るが,

著 者 の例 で も注 入が 背 内側 核 に及ぶ と深 層 に も

標 識 が現 われ る. Harting et al.7)のオー トラ ジ

オ グラ フ法 に よる研 究 では上 丘深 層 は主 として

前腹側核,外 側枕 核,背 内側 核,束 傍核 な どに

投射 し,浅 層は外 側枕 核,下 枕核,背 側 お よび

腹側外 側膝状核 に投射 す る とい う.

従 来,上 丘 の浅 層は視覚 性 で,深 層 は多重 感

覚 性 で あ る と い わ れ た(Benevento and

 Fallen46)).著 者 は このほか,両 者 の中 間に 中間

層 を区別 し,こ れ を髄板 内核,特 にCLに 投射 す

る連合 性の 層 と考 え たい.

視 床 髄板 内核 は脳幹 網様体 か ら豊富 な線維 を

受 け るこ とはNauta法 に よって確認 され(Nauta

 and Kuypers11)),さ らに最近 は軸 索流 法 を用 い

た 精 密 な 研 究 が 行 わ れ た(Edwards and

 Olmos12), Kaufman and Rosenquist23), Na

kano et al.24).

著 者のCLへ のHRP注 入例 では,脳 幹網 様体

は中脳か ら延髄 まで広 く両 側性 に標 識細 胞が 現

われ る.中 脳網 様体 で は同側性 にか な り多 くの

標 識細胞 が現 われ るが,反 対 側 では少 ない. Pc

注 入例 ではCL注 入例 に比 し延 髄網様 体,特 に 巨

大 細胞網 様核 で は標 識 細胞 が少 ない のが特 徴的

であ る.背 内側 核 注入例 では網様 体 の吻側 部,

すな わち中脳 網様体,上 橋網 様核 で は標 識が見

られ るが,尾 方 で は標 識 が見 られ な い(Ono and

 Niimi32)).従 って脳幹 下部 では背 内側 核 に注 入
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部位 が波及 したCL注 入例 で も背 内側核 の影 響

はほ とん どない もの と思 われ る.な お, CLの 背

側部 注入(Cat 30)で は腹側部 注 入(Cat 28)

よ りも脳 幹網様 体 の標 識細胞 が 多い こ とが注 目

され る.

著 者のCLへ のHRP注 入例 では上橋 網様核 の

方が 下橋 網様核 よ り も標識細 胞が 多 い傾 向が あ

る. Robertson and Feiner15)の オー トラジオ グ

ラフ法 に よる所 見で は,下 橋 網様核 の 方が 多 く

髄板 内核 に投射 す る とい う.下 橋 網様核 の細 胞

が側 枝 が多 い ため標 識 しが た いのか, HRPが 遠

い起 始 細胞 まで達 し難い ものか につ いで はにわ

かに 断定 しが たい.

著 者の網 様体 に関 す る所 見 は,最 近 の軸 索流

法 を用 いた研究 者の それ に原則 的に は一致 す る

(Kaufman and Rosenquist23), Nakano et

 al.24)).著者 の所見 の うち特 に注 目すべ きことは,

巨大 細胞網 様核 に標 識が 両側性 に見 られ るが,

反対 性の標 識 が 同側 性 のそれ よ りもCL, Pc注

入 の全例 に おい て強 いこ とであ る.

小 細胞 網様核 は髄 板 内核 に線 維 を送 らない こ

と は従 来 か ら考 え ら れ て い た(Nauta and

 Kuypers11)).著 者 の所見 もCL, Pc注 入例 で標

識 が この核 にほ とん ど見 られ な いこ とが確 認 さ

れ た.

CL, Pc, CM注 入 の多 くの例 で青 斑核 に主 と

しで同側 性 に少数 の標識 細胞 が 出現 す る.し か

しCLに 注入 が 限局 した例(Cats 30, 28)で は

認め られず,背 内側 核へ の浸 潤 のあ る例 に認 め

られ る.背 内側核,特 に その外側 部へHRPが 注

入 され る と,多 数 の標 識細 胞が青斑 核 に 出現 す

る(Velanos and Reinoso-Suarez45), Ono and

 Niimi32)).こ れ らのこ とか ら, CL, Pcが 青斑 核

か ち線維 を受 け る こ とは疑 わ しく,青 斑核 に標

識 が 出 るの は, HRPの 背 内側核 へ の浸潤 に よる

の で はな いか と思 わ れ る.青 斑核 が髄 板 内核 に

投射 す るこ とはMcBride and Sutin19), Jones

 and Moore20), Kaufman and Rosesquist23),

 Nakano et al.24)らが記載 し,特 にNakano et

 al.24)は比較 的 多 くの標識 細胞 を青斑 核 に認め て

い る.

著 者 の髄板 内核 注 入の大 部分 の例 で同側 の背

側被 蓋核 に わず かの標 識細 胞が 見 られ るが, Pc

注入例 では認 め られな い.背 側被 蓋核(Gudden)

の髄板 内核 へ の投射 に関 しては従 来ほ とん ど記

載が な いが, Velanos and Reinoso-Suarez45)は

CL注 入 の1例 で この核 の標識 を記 載 して いる.

著 者 の所 見 に よ ると,髄 板 内核(CMを 含 む)

へ のHRP注 入の 多 くの例 で, 同側 の腕 傍核 にわ

ず かの標 識細 胞が 認め られ る.こ の核 は背 内側

核 注入例 で は認め られ ず(0no and Niimi32)),

髄板 内核 に投 射す るもの と思 われ る. Saper and

 Loewy21)は オー トラ ジオグ ラフ法 を用 いて この

核 が広 く髄板 内核(CMを 含 む)に 投射 す る こ と

を認め た. Velano and Reinoso-Suarez44)はCL

注入例 にお いて腕 傍核 に標 識 を認 め てい る.

髄板 内核へ のHRP注 入 で両側 性 に前 庭神 経

核 に標 識が 出 るこ とは 多 くの 人に よつて報 告 さ

れている(Kotchabhakdi et al.47), Kaufman and

 Rosenquist23), Nakano et al24)).著 者 の所 見

に よ ると,髄 板 内核,特 にCLとPcへ のHRP

注入 で恒常 的 に標識 を来 たす 前庭神 経核 は 内側

核 と上核 で,内 側核 は反側 性,上 核 は両 側性 で

同側優 位 に標識 が見 られ る. Pc注 入例 で もCL

注 入例 と同様,内 側核 と上核 に標 識が認 め られ

るが,下 核(反 側性)に もご くわずか標 識細 胞

が見 られ る, CM注 入例 では内側核 と下核 に標 識

細 胞が 少数認 め られ る.こ の よ うに前 庭神 経核

ではすべ て の実験例(CL, Pc, CM注 入例)で

標 識が 見 られ,視 床背 内側核 注 入 では標識 され

ない ので(Ono and Milni32)),こ の核 の髄 板 内

核 へ の 投 射 は 確 実 で あ る と 思 わ れ る.最 近

Nagano et al.18)はラ ッ トを用 い軸 索流 法で前庭

視 床路 を研 究 し, CLへ の求 心路 は反対 側の 内側

前庭神 経核 と同側の上 前庭 神経 核 か ら出 る とい

う.

なお三 叉神経 脊髄 路核,特 に 中位 核 と下核 が

髄板 内核 に投射 す るこ とは知 られている(Stewart

 and King48), Kawamura49)).し か し著 者のHRP

所見 な らびに最近 のHRPを 用 いた研 究 では この

投 射 は 証 明 さ れ て い な い(Kaufman and

 Rosenquist23), Nakano et al.24)).

CM注 入例 で,顔 面神 経核,台 形体核,オ りー

ブ前核 な どに少数 の 標識細 胞 が認め られ るが,

 CL, Pc注 入例 では認 め られ ない.

舌下神 経 前位核 が 髄板 内核 へ のHRP注 入 で
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標 識 を示す こ とはKatchabhakdi et al.50)によっ

て初 めて報 告 され た.著 者の例 で はCL, Pc, CM

注入 のすべ て の例 で両側性(反 対側優 位)に 標

識が 見 られた.

介在 核 では大 部分 のCL注 入例 で標 識 が認 め

られ で いない.著 者 の例 で はCat 15(CL)お よ

びCat 98(Pc)お よびCat 93(CM)で 反側性

に ご くわずか の標識 細胞 が認 め られ た.

小 脳核 が髄板 内核 に投 射す るこ とはThomas

 et al.51), Coheneta1.52)ら が示唆 し, Niimi et

 al.22)がNauta法 で詳 し く研 究 し,小 脳核 の いず

れ の核 も両側 性 に髄板 内核(同 側 わず か)に 投

射 す るこ とを証 明 した.著 者の所 見に よる と,

髄板 内核(CL, Pc)にHRPを 注入す ると,標

識 は室頂 核,中 位核 お よび歯 状核 のすべ て にあ

らわれ,特 に歯状核 に多 い.大 部分 は 反側性 で

あ るが,ご くわずか 同側 に も出現 す る. Pc注 入

例 ではCL注 入例 よ りも小 脳核 の標 識が 強 く,反

対側 の み な らず,同 側 に も少数 の標識 細胞 が現

わ れ るが,中 位核 で は反対側 に わずか 認め られ

るが,同 側 には 見 られな い.こ の例 は注入部位

が腹 側 の外側 腹側核 に波及 してい るが,こ の外

側腹 側核 の部 分 は小脳 か らの線維 の 多 くが終 わ

る部 位 で あ る(Sugimoto et al.53)),従 ってこの

例 で小脳 核 の標 識細 胞の 多いの は外側 腹側核 へ

の 波及 の影響 もあ るこ とはた しかで あ る.し か

し小 脳核 へWGA-HRPを 注入 した例 で順行 性

終末 標 識 を検べ ると,終 末標識 はCLよ りも多少

Pcに 多 く見 られ る とい う(Ono,未 発 表).ま た

この例 で, CLに おけ る終 末標 識 は背 内側部 に 多

い とい うが,そ の点,著 者 の例 で もCLの 背側 な

い し背 内側部 にHRPを 注 入 した場 合 には標 識細

胞 が 多 い傾 向 が 認 め ら れ る, Velanos and

 Reinoso-Suarez44)はPc注 入例 ではCL注 入傍

よ りも小 脳核(反 対側)に 標識 細胞 が 多い とい

う.

なお髄 板 内核 は脊 髄 か ら脊 髄視 床路 を受 け る

こ とは従 来知 られ て い るが(Mehler et al.54),

 Niimi et al,42)),こ の論 文 では特 に取 り扱 っで

いな い.

総 括

著 者 は西洋 わ さびの過 酸化 酵素(HRP)法 を

用 い でネ コの脳 幹 か ら視床 髄板 内核 への 求心路

を研 究 して次 の よ うな結 論 を得 た.外 側 中心核

および中心傍 核へのHRP注 入 は同側の種 々の間

脳核 に標 識 を来 たす.背 側 視床 に おいてや や 多

くの標 識細胞 が見 られ るのは 内側 枕核 と髄板 内

核 で ある.ま た腹側視 床 では 多数 の標 識 細胞 が

視床 網様核 お よび腹 側外側 膝状核 に見 られ るの

は注 目され る.不 確 帯 お よびForel野 核 では 少

数 の標 識細胞 が含 まれ る.視 床 下部 で は背 内側

核,腹 内側核,後 核 お よび外側核 にわず かの標

識 細胞 が見 られ る.間 脳 よ りも尾 方の脳 幹核 で

は標 識 は両側性 で,多 くは 同側優 位 で あ る,い

くつか の標識細 胞 は視 蓋前核群,中 脳 中心灰 白

質 お よび黒質網 様部 に見 られ るが, Darkschewi

tsch核 お よびCajalの 間質核 では ご くわず かで

あ る,多 数 の標 識 細胞 は上丘,特 に第3層 と第

4層 に認め られ る.か な り多 くの標 識細 胞 は脳

幹網 様体 の全 域 に分 布 して い るのが見 られ る.

こ こで強調す べ きこ とは,網 様体 の大部 分 では

両 側性 で同側優 位 に標 識が現 われ るが,巨 大 細

胞網様核 では反対 側優位 に標 識細 胞が 出現 す る

こ とであ る.わ ずかの 標識細 胞 は同側 の背側 被

蓋核 お よび腕 傍核 に見 られ,ま た少数 の標 識細

胞は両 側の 舌下神 経前 位核 に認 め られ る.ま た

両側,特 に反対側 の小 脳核(室 頂 核,中 位核,

歯状核)に はか な りの数 の標 識細 胞が 見 られ る.

内側 中心核 へ のHRP注 入例 で は外側 中心核

お よび中心 傍核 への 注入例 とや や異 っ た標 識 細

胞の分 布 を示す.特 に背側 視床,視 床 下部(乳

頭核 を除 く),上 丘,小 脳核 な どに標 識細 胞が 見

られ ない ことは注 目 され る.

略字 解(図2～6)II

I　 Nucleus n. oculomotorii動 眼神 経 核

VII　 Nucleus n. facialis顔 面神 経核

Ce　 Nucleus loci cerulei青 斑 核
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CI　 Colliculus inferior下 丘

CS　 Colliculus superior上 丘

D　 Nucleus Darkschewitschiダ ル ク シ ェ ビ ッ チ ュ 核

D'　 Nucleus dentatus歯 状 核

F　 Nucleus fastigii室 頂 核

I　 Nucleus interpositus中 位 核(小 脳)

Ic　 Nucleus intercalatus介 在 核

Ip　 Nucleus interpeduncularis脚 間 核

Is　 Nucleus interstitialis(Caja1)間 質 核(カ ハ ー ル)

NCP　 Nuclei commissurae posterioris後 交 連 核

Pb　 Nucleus parabrachialis腕 傍 核

Pg　 Substantla grisea centralis中 心 灰 白 質

PH　 Nucleus grepositus hypoglossi舌 下 神 経 前 位 核

Pr　 Nucleus pretectalis視 蓋 前 核

Pro　 Nucleus preolivarisオ りー プ 前 核

R　 Nucleus ruber赤 核

Rgc　 Nucleus reticularis gigantocellularis巨 大 細 胞 網 様 核

Rm　 Formatio reticularis mesencephali中 脳 網 様 体

Rp　 Nucleus reticularis parvocellularis小 細 胞 網 様 核

Rpc　 Nucleus reticularis pontis caudalis下 橋 網 様 核

Rpo　 Nucleus reticularis pontis oralis上 橋 網 様 核

SN　 Substantia nigra黒 質

Sp　 Nucleus suprapeduncutaris脚 上 核

TD　 Nucleus tegmenti dorsalis背 側 被 蓋 核

Tr　 Nuclei trapezoidales 台 形 体 核

V　 Nuclei n. vestibularis前 庭 神 経 核

Vi　 Nucleus vestibularis inferior前 庭 神 経 下 核

Vm　 Nucleus vestibularis medialis前 庭 神 経 内 側 核

Vs　 Nucleus vestibularis superior前 庭 神 経 上 核
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Injections of HRP into the lateral central and paracentral nuclei led to labeling of cells in 

various diencephalic structures of the injected side, particularly in the medial pulvinar, 

intralaminar, thalamic reticular and ventral lateral geniculate nuclei. A few cells were labeled 

in the zona incerta, field of Forel and some hypothalamic nuclei. Labeling of cells in the more 

caudal brain stem structures was found bilaterally, mostly with ipsilateral predominance. 

Some labeled cells were detected in the pretectal nuclei, periaductal gray and substantia nigra, 

pars reticulata. Numerous cells were labeled in the superior colliculus, mainly in layers 3 and 
4. A number of labeled cells were distributed in almost the entire extent of the brain stem 

reticular formation. Very few labeled cells were encountered in the ipsilateral dorsal teg

mental and parabranchial nuclei. A few cells were labeled in the vestibular nuclei and nucleus 

prepositus hypoglossi bilaterally. Some labeled cells were detected in three cerebellar nuclei on 
both sides. Injections of HRP into the medial central nucleus showed a different pattern of 

labeling. It is noteworthy that no labeled cells were seen in the dorsal thalamus, hypothalamus 

(except for the mamillary nucleus), superior colliculus or cerebellar nuclei.


